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17 ふれあいの場 

  みんなが一堂に会し、交流を通じて理解し合える“ふれあい”の場があります。 

  また、各社会福祉施設においても独自に催し物を開催しているところがあります。 

 １ すこやか農園 

  春に種まきをし、秋に収穫祭を開催して試食会等を行います。畑作業で汗を流す中から、 

みんなの連体感が生まれ、楽しい１日となります。 

 1. 開 催 日 

・開園式（種まき）    毎年５月中旬 

・生育調査（２回）    毎年６・７月中旬 

・収穫祭（収穫、試食会） 毎年９月初旬 

・収穫体験（収穫）    毎年１０月初旬 

2. 農園の場所   帯広農業高等学校（稲田町西１線９番地） 

 3. 参 加 者 心身障害者（児）とその家族 

4. 主 催 すこやか農園実行委員会 

5. 問 合 先 
(福)帯広市社会福祉協議会 ～ 帯広市公園東町３丁目９-１ 

帯広市グリーンプラザ内 ☎２１－２４１４ 

 

 ２ 特別支援学級合同学習発表会 

  市内の小学校の知的学級等に在籍する子ども達が一堂に会して、日常の学習の成果を発表していま

す。 

1. 開 催 日   毎年１０月下旬頃 

2. 開 催 場   帯広市グリーンプラザ 帯広市公園東町３丁目９番地１ 

3. 開催内容   ステージ発表（劇、器楽、リズム、歌など） 

4. 参加児童   市内の小学校の知的学級等に在籍する児童 

 

 ３ ノーマライゼーションエリアの指定（帯広市独自） 

  ノーマライゼーションの理念を現実の生活に定着させるため、日常的に交流できる程度の地域をノ

ーマライゼーションエリアとして指定しました。この中に「推進委員会」を設置して、地域住民を主体

にした交流事業や研修事業、啓発事業を行っています。 

 ノーマライゼーションの理念とは  

  地域の中で、障害のある人もない人も、お年寄りも若い人も区別なくともに笑い、ともに語り、と

もに歩んでいくことのできる社会を作ること。 

 指定地区（４地区）  

① 大正地区（愛国町、大正町、大正本町、昭和町、幸福町、中島町、桜木町、以平町、泉町） 

② 大空・南の森地区    ③ 東部地区    ④ 西帯広地区 

 

 


